
プ
ロ
ロ
ー
グ
　
　
2
0
1
1
年
３
月
1
1
日
　
1
4
時
４
６
分
　
７

序
章
　
全
交
流
電
源
喪
失
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
二
波
の
津
波
に
よ
っ
て
原
発
は
、
全
交
流
電
源
を
喪
失
す
る
（
Ｓ
Ｂ
Ｏ
）
。
五
感
を
失
っ
た
状
態
の
な
か
、
非
常
用
の
バ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
デ
リ
ー
で
水
位
計
を
動
か
す
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
水
位
計
に
疑
い
が
生
ず
る
。

第
１
章
　
保
安
院
検
査
官
は
な
ぜ
逃
げ
た
か
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　
本
来
事
故
原
発
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
安
院
の
保
安
検
査
官
は
現
場
を
離
れ
、
原
発
か
ら
５
キ
ロ
の
オ
フ
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
に
逃
げ
て
し
ま
う
。
そ
の
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
も
放
射
線
量
が
上
昇
。

第
２
章
　
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
６
３

　
　
　
　
　
　
　
　
全
交
流
電
源
喪
失
の
報
に
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う
に
な
る
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ
る
首
相
。
電
源
車
の
投
入
が
失

　
　
　
　
　
　
　
　
敗
に
終
わ
り
、
炉
心
溶
融
が
始
ま
る
。
政
府
も
東
電
も
そ
の
事
実
を
把
握
す
る
が
公
表
を
恐
れ
る
。

第
３
章
　
ベ
ン
ト
１
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
格
納
容
器
か
ら
蒸
気
を
逃
が
す
ベ
ン
ト
を
し
な
け
れ
ば
、
格
納
容
器
自
体
が
破
損
し
、
放
射
能
が
飛
び
散
る
。
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
高
放
射
能
の
な
か
手
動
で
弁
を
あ
け
る
と
い
う
作
業
を
、
誰
が
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

第
４
章
　
１
号
機
水
素
爆
発

1
4
2

　
　
　
　
　
　
　
　
班
目
が
「
絶
対
な
い
」
と
言
い
切
っ
た
水
素
爆
発
が
、
菅
が
野
党
党
首
に
自
信
た
っ
ぷ
り
に
説
明
し
て
い
る
そ
の
さ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
か
に
、
１
号
機
で
起
こ
る
。
東
電
は
前
に
出
ず
協
力
企
業
に
よ
る
注
水
作
業
が
始
ま
る
こ
と
に
。

第
５
章
　
住
民
避
難
１
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
区
域
を
ど
の
時
点
で
ど
こ
ま
で
に
す
る
の
か
。
避
難
中
に
、
放
射
能
の
雲
が
住
民
を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
か
？
　
県
が
ヨ
ウ
素
剤
服
用
の
指
示
を
出
さ
な
い
な
か
、
住
民
服
用
の
決
断
を
し
た
三
春
町
町
長
。

第
６
章
　
危
機
の
霧

2
2
4

　
　
　
　
　
　
　
　
各
自
治
体
は
住
民
を
い
つ
ど
ん
な
手
段
で
ど
こ
ま
で
避
難
さ
せ
る
か
を
独
自
に
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
東
電
社

　
　
　
　
　
　
　
　
員
の
家
族
が
真
っ
先
に
逃
げ
る
な
か
、
放
射
性
物
質
の
霧
ブ
ル
ー
ム
の
直
撃
を
う
け
る
避
難
住
民
。

第
７
章
　
３
号
機
水
素
爆
発
２
６
３

　
　
　
　
　
　
　
　
３
号
機
の
水
素
爆
発
が
、
２
号
機
の
格
納
容
器
の
圧
力
を
下
げ
る
装
置
を
破
壊
。
複
合
的
な
危
機
の
連
鎖
の
な
か
２
号

　
　
　
　
　
　
　
　
機
の
格
納
容
器
破
損
ま
で
３
時
間
の
予
測
が
。
東
電
首
脳
部
は
「
も
う
で
き
る
こ
と
が
な
い
」
。

第
８
章
　
運
命
の
日

3
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
東
電
の
清
水
社
長
が
、
最
初
は
執
拗
な
電
話
そ
し
て
つ
い
に
は
官
邸
を
訪
れ
「
撤
退
」
の
許
可
を
求
め
る
。
絶
望
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
気
分
の
官
邸
が
現
場
の
吉
田
所
長
に
確
認
す
る
と
「
ま
だ
が
ん
ば
れ
る
」
。
菅
は
東
電
本
店
へ
。

第
９
章
　
対
策
統
合
本
部

3
4
6

　
　
　
　
　
　
　
　
保
安
院
は
安
全
規
制
の
プ
ロ
を
育
て
て
こ
な
か
っ
た
。
班
目
を
委
員
長
と
す
る
原
子
力
安
全
委
員
会
も
班
目
の
信
用
失

　
　
　
　
　
　
　
　
墜
で
機
能
し
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
経
産
省
の
技
官
で
あ
る
安
井
正
也
が
投
入
さ
れ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
で

第
1
0
章
　
自
衛
隊
と
い
う
「
最
後
の
砦
」
３
９
０

　
　
　
　
　
　
　
　
自
衛
隊
は
原
子
力
災
害
派
遣
部
隊
を
編
成
、
空
か
ら
の
決
死
飛
行
で
の
放
水
作
戦
を
実
施
し
た
。
が
、
こ
れ
は
実
際
的

　
　
　
　
　
　
　
　
な
効
果
は
な
く
、
地
上
か
ら
の
放
水
へ
と
つ
な
ぐ
意
味
を
持
っ
た
。
機
動
隊
、
消
防
隊
も
参
戦
す
る
。

第
Ｈ
章
　
放
水

4
3
3

　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
隊
も
警
察
隊
も
自
治
体
に
属
し
国
が
直
接
命
令
す
る
権
限
は
な
い
。
三
者
が
集
う
冷
却
放
水
作
業
に
お
い
て
指
揮

　
　
　
　
　
　
　
　
系
統
を
Ｉ
本
化
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
た
。
自
衛
隊
が
そ
の
総
合
調
整
機
能
を
担
う
こ
と
に
。
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